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た．X 年 3 月より口渇多尿，全身倦怠感，体重減少があ



















































































































ともある．irAE として重症粘膜障害を発症した 1 例を経
験したため文献的考察を加えて報告する．〔症例〕69 歳










ゾロン 1.0 mg/kg 投与を開始した．皮疹，眼症状とも改
善傾向であり，第 21 病日に退院とした．〔考察〕本症例
では SJS を疑っていたが診断基準は満たしていない．第
























病状が進行した PMF の症例において，monocytosis 前後
での骨髄病理所見を比較し，病理学的に検討した．〔症
例〕76 歳男性．近医にて高血圧症，前立腺肥大症でフォ










の後白血化するも小康状態が続いていたが，X＋3 年 4 月
に腸閉塞により死亡した．
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